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市地域医療対策室　☎ 31-0213

市内の病院に勤務する医師へ感謝と歓迎の気持ちを伝えました！

美都診療所の院長として、新たに三浦医師が赴任されました！

　市内３病院において、病院での勤務が 10 年を経過した医師に対して感謝を伝える「病院勤務医師支援事業」および
新たに赴任した医師に歓迎の意を伝える「赴任医師歓迎事業」を開催しました。益田市議会福祉環境委員会の議員を
はじめ、益田の医療を守る市民の会役員、益田保健所所長とともに訪問し、市民・議会・行政が一緒になって感謝と
歓迎の気持ちを伝え、歓迎品を贈呈しました。

　益田市国民健康保険診療施設  美都診療所の院長として、新たに三浦医師が赴
任され、4 月 21 日に歓迎品を贈呈しました。
　三浦医師からは、「よく来てくださいましたと美都住民の皆さんからお声をか
けていただいている。益田に住んで 15 年経つが、体の動く限り益田で勤務し、地
域医療に尽力したい」と心強いお言葉をいただきました。

　医師の確保が課題となっている今、今年度も多くの医師の方々に赴任いただきました。医師の皆さんには益田の魅力
を感じていただき、少しでも長く益田の地域医療を支えていただきたいと思います。　

　松ヶ丘病院には４月から新たに山内医師が赴任されました。
　以前、同病院に実習で訪れたときから益田市での勤務を熱望されて
いた山内医師からは「現場で働く医師、看護師、患者との触れ合い方
に温かさを感じ、地域全体が地元を盛り上げたいというエネルギーに
満ちている。自分も益田市民の一員となってしっかりと頑張っていき
たい」と嬉しい言葉をいただきました。益田の医療を守る市民の会の尾
庭会長は「益田は自然豊かで歴史や文化が豊かな住みよい街。ぜひ長く
住んでいただき、益田の暮らしを楽しんでいただきたい」と歓迎の言
葉を述べられました。

　益田地域医療センター医師会病院には、４月から新たに奥医師が赴
任されました。他県で開業医経験がある奥医師からは「なるべく市
民、患者と対話をし、開業医の先生と情報を共有して連携しながら、
少しでも患者さんが医療を早く受けれるようにしたい」と心強い言葉
をいただきました。市長は「医師確保が課題となっている中、益田市
に赴任されたことは市民にとって大変心強い。ぜひ仕事の合間に益田
暮らしも楽しんでほしい」と述べました。

　益田赤十字病院には、研修医 5 名を含む 17 名の医師（当日
4 名欠席）が新たに赴任されました。益田市出身の研修医は

「地元に帰って来れたこと、地元の病院に採用してもらえたこ
とがすごく嬉しい。久しぶりに地元の温泉や庭園を見てまわ
ろうと思っている」と話しました。
　また、10 年間病院勤続の循環器科副部長の黒田紘章医師に
感謝状と目録を贈呈しました。黒田医師は「今後も益田の皆
さんのために尽力できればと思っています」と話されました。
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「MASUDA no Hito（ひとが育つまち益田）」ウェブサイト（通称「ますだのひと」）では、暮らし・
仕事・地域の取組を、それらに関わる人の「想い」とともに紹介しています。ぜひご覧ください。

「MASUDA no Hito（ひとが育つまち益田）」 ウェブサイトのご紹介

掲載記事はこちら！

【問い合わせ先】市地域振興課　☎ 31-0600

　子どもたちの頑張りをもっと地域に届けたい。
　益田市で教員としていきいき生活しておられる大島先生のライフ
ストーリーを紹介します。

＃益田のひとづくり　＃教員

～「恩師のライフキャリア」東陽中学校　大島功央先生～
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　島根県が管理する５つのダム（益田川ダム、笹倉ダム、大峠
ダム、嵯峨谷ダム、津田川ダム）では、大雨が続き貯水池の水
位が一定の水位に達すると、洪水吐から水が流れ出します。こ
の場合には、ダムからのサイレンのほかパトロールを行います
ので、職員の指示に従ってください。
　ダムの下流では急に水かさが増すことがあるため、川には近
づかないよう十分に注意してください。

※�ダム（益田川ダム・笹倉ダム・大峠ダム）の貯水位・雨量・放流
量などを電話で聞くことができます。

電話自動応答装置　☎ 23-0705

問   益田県土整備事務所　維持管理部管理第ニ課　☎ 31-9625
 　  益田川ダム管理所　☎ 23-0703

< サイレンの鳴らし方 >
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１分間鳴らし 20 秒休み （４回繰り返し）

『看護の日』市民啓発街頭活動を実施しました！
　5月12日㈪の『看護の日』に合わせて街頭活動を行いました。『看護の日』は近代看
護を築いたナイチンゲールの誕生日にちなみ 1990 年に制定されました（看護週間：5
月11日～5月17日）。メインテーマである “ 看護の心をみんなの心に ” の啓発活動を行
うことによって、一人ひとりが看護について関心を持ち、理解を深めてもらうとともに、
看護師を含めた医療従事者に対する感謝の気持ちを伝えることを目的として、平成 26 年
から実施しています。

　街頭活動には、市内３病院（益田赤十字病院・益田地域医療センター
医師会病院・松ヶ丘病院）の現役の看護師等や島根県立石見高等看護学
院の学生を含め、関係者（市議会議員・市民の会会員・看護協会職員・益
田保健所職員・市職員）63 人が参加し、市内の大型商業施設３店舗の出
入口で『看護の日』の啓発チラシと絆創膏等を約 600 人に手渡しました。
　今後も益田圏域の医療体制を維持するため、関係機関と協働して、市民
の皆さんへの理解と協力を呼びかける活動を行なっていきます。

島根県管理ダムからのサイレンについて


